
２０２1年12月

ダイバーシティ・インクルージョン

久留米大学DI NEWS No.4

〒830-0011 福岡県久留米市旭町67［久留米大学内］
Tel：0942-65-4719（内線 3179）

https://d-inclusion.kurume-univ.jp/ダイバーシティ・インクルージョン（DI）推進室発
行

DI推進室発行

大学病院に男女共同参画事業推進委
員会（元気プロジェクト）を設立
厚生労働省平成 28 年度女性医師キャリ
ア支援モデル普及推進事業に採択
病院の委員会を「ダイバーシティ・インク
ルージョン（D＆I）委員会」に名称変更
文部科学省令和 2 年度科学技術人材育
成費補助事業ダイバーシティ研究環境実
現イニシアティブ（特性対応型）に採択
ダイバーシティ・インクルージョン（DI）推進
室を設立し、全学でのDI推進事業として
KG-PROJECTを開始
※KG：KはKurume、GはGenkiやGene

（遺伝子）を表わします。
「内村助成金」や「DI Day」の開催など、
女性研究者の研究力向上のための幅広
い活動をしています。
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矢野 博久 副学長・医学部長・DI 推進室室長

Back ground
Summary
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　RKB 毎日放送（TBS 系列）のテレビ番組「発掘ゼミ！！」に、久留米大学のダイバー
シティ・インクルージョンの取り組みが取り上げられ、9 月 25 日に放送されました。
　この番組は、「 未来へ続く“ 可能性 ”を探求しつづける学生や研究者を発掘しま
す！」をテ―マに、北部九州の大学などの取り組みを紹介しています。
　番組では、久留米大学 DI 推進室室長矢野博久先生やDI 推進室副室長酒井さ
やか先生らのインタビューを通して、“多様性を差別ではなく区別しながら補っていく”
久留米大学のダイバーシティ事業「KG-PROJECT」が紹介されました。
YouTube（ https://rkb.jp/tv/hakkutsu/ ）で視聴できますので、見逃した方は是非
ご覧ください。

　臨床検査部 / 血液・腫瘍内科の山口です。
現在、７歳、５歳、１歳の子育て中で、３回目
の育休から復職して１年になりました。日進月
歩の医療現場では休職する度に知らない知識
が増えて自分の力不足を痛感する日々です
が、少しずつ update していきたいと思ってい
ます。広報活動は馴染みのない分野ですが、
新鮮さを感じながら参加しています。どうぞ宜
しくお願いします。

広報活動WG
山口 真紀先生

（臨床検査部 / 血液・腫瘍内科）

Report
RKB 毎日放送「発掘ゼミ！！」で紹介されました

Focus
令和2年度内村助成金 女性研究者枠採択者

松岡 美智子先生
（医学部

神経精神医学講座）

松岡先生からの
メッセージ

出産後に復職する
人は色々なサポー
トを使って仕事を
続けて欲しいです。

Column
女性研究者によるリレー・コラム ❷

DI 推進室副室長 酒井 さやか先生（小児科）

発掘ゼミ！！  RKB テレビ　RKB 毎日放送

循環器病研究所　山本 真衣先生 解剖学講座（顕微解剖・生体形成部門）　力丸 由起子先生

医学科 5 年　山本 翠香さん

　松岡先生は、香川医大（現：香川大学医学部）
を卒業後、聖マリア病院で初期研修を終えられ、
久留米大学精神科に入局。大学院は小児科で
研究し、卒業後、ご長男を出産されました。現在、
大学病院の精神科外来や保健管理センター、御
井学舎相談室・学生支援室などでご活躍中です。
●好きな言葉：オスラー博士の言葉

「医療はアートであって取引ではない。使命で
あって商売ではない」
●好きな食べ物：お刺身
●趣味：フルート
●子育てと仕事の両立の秘訣：市のファミリー
サポートを受けたり、病児シッターに登録する
など、とにかく使えるシステムは何でも使うこと
です。そしてカバーしてくれる人への感謝も忘
れず、お礼を述べましょう！
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久留米大学　育児休業取得者数
（R2年10月1日～R3年9月末日の期間にかかる取得者）
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上記取得者の平均取得日数（小数点以下四捨五入）
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